








































を用いて初めて O-POMの偏光測定に成功 した11)｡得 られたラマンの偏光データから,O-



























試料 〔ⅠⅠ〕:t-POM膜上に直径約 1mmの粒状体のO-POM が多数付着していた｡これら
のO-POM 粒体をトPOM膜から丁寧に剥ぎ取った｡O-POM粒体の外観はt-POM膜に接
していた部分が一部平らでほぼ球形であった｡なお,このO-POM 粒体は長さ約20jLm,幅




























































































































































































の混入成分 として出現した B2バ ンドの散乱強度は本来観測されるべきB3バンドの散乱強
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Fig.6 Ramanspectraofo-POM takenon
highpurityparticlesamples.






B2+B3 (3) 1489 1487 ⊥ b) CH2 bend.
A (3) 1466 CH2 bend.
Bl(3) 1466 CH2 bend.
















1291 ⊥ b) CH2 tWis.
1239 ⊥ b) CH2 rock.COCdef.COstr.



































































































































































































12 森下浩史 ･金子文俊 ･田代孝二








伸び切 り鎖結晶t-POM の加圧固相転移により生成した伸び切 り鎖 O-POM の赤外スペク
トル (差スペクトル)を図15に示す｡このスペクトルでは特異的にB2バンドの吸収強度が
大きく観測され,多数のO-POM 単結晶を面配向させた場合の顕微赤外スペクトル(図7)
と同一のスペクトル特性を示したことから,t-POM の加圧により誘起された O-POM 相
は加圧面に対して,この場合もまた,優先的に∂軸を面配向して誘起されると考えられた｡












の測定により得た｡準安定相でしかも伸び切 り鎖の分子鎖をもった O-POM についての研
究はこれまで報告がなかったが,今回いくつかの方法を用いて偏光データを得て,0-POM
の基準振動を矛盾なく帰属することができた｡附随した結果として,0-POM 板状単結晶の
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